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地
元
１
０
０
％
水
道
水

お
い
し
い
に
は
理
由
が
あ
る

【小瀬川ダム】岩国市美和と廿日市市浅原の境にあり、昭和40
年3月に完成。堤高49ｍの重力式コンクリートダムで、総貯水
容量が1,140万㎥となっている。目的は、洪水調節や工業用水
道供給、水力発電など。

【飯ノ山ダム】廿日市市飯山にあり、昭和7年9月に完成。堤
高18.5ｍの土えん堤式ダム（中に鉄筋コンクリートの心壁
がある）で、総貯水容量が179万㎥となっている。目的は、水
力発電。

【渡ノ瀬ダム】廿日市市大野にあり、昭和31年3月に完成。
堤高34.5ｍの重力式コンクリートダムで総貯水容量が
1,043万4千㎥となっている。目的は、水力発電。

【弥栄ダム】
大竹市小方町・岩
国市美和町の境に
あり、平成３年３月
に 完 成 。堤 高
120mの重力式コ
ンクリートダムで総
貯水容量が１憶
1,200万㎥となっ
ている。目的は、洪
水調節や上水道供
給、工業用水道供
給、水力発電など。

小
瀬
川
水
系

小
瀬
川
の
恵
み

水
は
、
自
然
の
中
で
循
環
し
、

繰
り
返
し
利
用
で
き
る

素
晴
ら
し
い
資
源
。

大
竹
に
は
、
良
質
で
豊
富
な

資
源
が
あ
り
ま
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
当
た
り
前
に
出
て
く
る
き
れ
い
な
水
。
日
本
は
、
浄
水
器
が
な
く
て
も
安
全

な
水
道
水
が
飲
め
る
世
界
で
も
数
少
な
い
国
で
す
。
水
道
水
を
作
る
技
術
や
安
定
し
て
配
水
す
る

シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
に
輸
出
で
き
る
ほ
ど
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
水
道
水
。
大
竹
に
は
、
一
級
河
川
の
小
瀬
川
が
あ
り
、

豊
富
で
良
質
な
水
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
で
作
ら
れ
る
水

道
水
は
、
お
い
し
い
と
い
う
噂
。
真
相
を
確
か
め
る
べ
く
、
大
竹

自
慢
の
水
道
水
を
取
材
し
ま
し
た
。

豊
富
な
水
量

　
古
く
は
大
滝
川
と
言
わ
れ
、
藩
政
時
代

に
は
安
芸
側
（
広
島
県
）
で
木
野
川
、
周

防
側
（
山
口
県
側
）
で
小
瀬
川
と
呼
ば
れ
、

ま
た
国
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
御
境
川
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
小
瀬
川
。
そ
の
水
源
は
、

冠
山
や
羅
漢
山
な
ど
の
中
国
山
地
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
水
は
、
支
川
を
あ
わ
せ
な
が

ら
南
下
し
北
東
か
ら
流
れ
る
玖
島
川
と

釜
ヶ
原
地
点
で
合
流
。
弥
栄
峡
を
経
て
蛇

行
し
な
が
ら
瀬
戸
内
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

　
支
川
な
ど
が
流
れ
込
み
、
豊
富
な
水
量

を
誇
る
一
方
で
、
昔
は
、
ひ
と
た
び
大
雨

が
降
れ
ば
、
た
び
た
び
氾
濫
を
起
こ
し
て

い
ま
し
た
。
明
治
初
年
か
ら
昭
和
20
年
ま

で
の
間
で
も
、
氾
濫
回
数
は
13
回
も
あ
り
、

お
お
む
ね
６
年
に
１
回
の
割
合
で
下
流
住

民
は
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い
た
と
い
う
記

録
も
あ
り
ま
す
。

　
小
瀬
川
の
治
水
対
策
は
、
昭
和
30
年
代

に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
進
め
ら
れ
、
護

岸
整
備
や
ダ
ム
の
建
設
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
小
瀬
川
の
本
川
に
、
弥
栄

ダ
ム
、
小
瀬
川
ダ
ム
、
飯
ノ
山
ダ
ム
、
支

川
の
玖
島
川
に
渡
ノ
瀬
ダ
ム
の
計
４
つ
の

ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
豊
富
な
水
量
と
そ
れ
を
蓄
え
る
ダ
ム
の

お
か
げ
も
あ
り
、
弥
栄
ダ
ム
が
で
き
て
以

降
、
大
竹
市
で
は
飲
料
に
影
響
の
あ
る
よ

う
な
取
水
制
限
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

良
質
な
水
質

　
小
瀬
川
は
、
大
竹
市
、
廿
日
市
市
、
岩

国
市
、
和
木
町
の
境
界
に
接
し
、
全
長

58
・
５
㎞
。
流
域
の
地
質
は
、
花
崗
岩
質

を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
花
崗
岩
質
を
流
れ
る
水
の
水

質
は
軟
水
（※

）
で
、
良
質
な
水
と
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、小
瀬
川
流
域
で
は
、

和
紙
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
江
戸
時
代

に
は
、
藩
の
重
要
な
専
売
産
業
と
し
て
振

興
。
藩
に
莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
で
も
小
瀬
川
の
良
質
な
水

は
、
多
く
の
工
場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
厚
生
労
働
省
の
「
お
い
し
い
水
研

究
会
」
が
示
す
、
お
い
し
い
水
の
要
件
の

一
つ
に
は
「
硬
度
が
10
〜
１
０
０
㎎
／

ℓ
」
と
あ
り
ま
す
。
小
瀬
川
で
取
水
し
た

水
の
硬
度
は
18
㎎
／
ℓ（
平
成
25
年
度
）で
、

お
い
し
い
水
に
分
類
さ
れ
、
水
道
水
の
原

水
と
し
て
も
最
適
な
水
質
で
す
。

（※）カルシウムとマグネシウムの合計量のことを硬度と言い、一般
的に水１ℓ中、100㎎未満の硬度の水が軟水と言われています。

ら
か
ん

は
ん
ら
ん

か
こ
う
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きれいで 安心安全
２つの 水道水

防
鹿
浄
水
場

三
ツ
石
浄
水
場

ろ
過
は
、
機
械
を
活
用
し
素
早
く

「
急
速
ろ
過
方
式
」

　
こ
の
施
設
で
の
正
式
な
処
理
方
式

名
は
、
凝
集
沈
殿
急
速
ろ
過
方
式
と

い
い
ま
す
。

　
取
水
し
た
原
水
を
「
か
く
は
ん

池
」
で
、
水
の
濁
り
や
ご
み
を
取
り

除
く
た
め
に
薬
品
（
凝
集
剤
）
を
入

れ
て
か
き
混
ぜ
ま
す
。
薬
品
が
混

ざ
っ
た
水
は
「
フ
ロ
ッ
ク
形
成
池
」

に
行
き
、
水
の
中
で
ご
み
や
泥
が

く
っ
つ
き
あ
っ
て
大
き
な
フ
ロ
ッ
ク

（
固
ま
り
）
を
形
成
。
次
の
「
沈
で

ん
池
」
で
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

フ
ロ
ッ
ク
を
沈
め
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
、「
ろ
過
池
」
に
送
り
、「
沈
で

ん
池
」
で
取
れ
な
か
っ
た
小
さ
な
ゴ

ミ
を
砂
の
層
を
通
し
て
取
り
除
き
ま

す
。
最
後
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水

を
安
全
な
水
に
す
る
た
め
塩
素
で
消

毒
。
こ
の
塩
素
は
健
康
に
は
影
響
が

な
く
、
ま
た
水
道
法
に
よ
り
塩
素
が

入
っ
て
い
な
い
水
は
、
水
道
水
と
し

て
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

配
水
先
は
、
廿
日
市
市
ま
で

　
三
ツ
石
浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
大

竹
の
水
道
水
は
、
小
方
地
区
の
一
部

地
域
か
ら
廿
日
市
市
ま
で
配
水
し
て

い
ま
す
。
ま
た
災
害
な
ど
で
、
ど
ち

ら
か
の
浄
水
場
が
機
能
し
な
く
な
っ

て
も
、
一
定
量
の
水
道
水
を
配
水
で

き
る
よ
う
に
、
三
ツ
石
浄
水
場
が
配

水
す
る
管
と
防
鹿
浄
水
場
が
配
水
す

る
管
は
、
相
互
に
水
を
融
通
で
き
る

弥
栄
ダ
ム
か
ら
直
接
取
水

　
弥
栄
ダ
ム
か
ら
三
ツ
石
浄
水
場
ま

で
隧
道
が
通
っ
て
お
り
、
直
接
ダ
ム

か
ら
取
水
。
ダ
ム
の
常
時
満
水
位
か

ら
50
ｍ
下
ま
で
の
間
に
取
水
口
が
８

個
あ
り
、
最
適
な
水
を
取
水
し
て
い

ま
す
。

　
三
ツ
石
浄
水
場
は
日
量
５
万
６
千

ト
ン
の
処
理
能
力
が
あ
り
ま
す
が
、

通
常
は
約
２
〜
３
万
ト
ン
を
取
水
し

水
道
水
を
作
っ
て
い
ま
す
。

三
ツ
石
浄
水
場

小
方
学
園
よ
り
も
さ
ら
に
山
側
に

あ
る
三
ツ
石
浄
水
場
。
供
用
開
始

し
た
平
成
６
年
か
ら
は
、
県
が
維

持
運
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
度
か
ら
は
県
と
民
間
企

業
「
水
ｉ
ｎ
ｇ
㈱
」
が
共
同
出
資

し
て
い
る
「
㈱
水
み
ら
い
広
島
」

が
県
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
て
維

持
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
鹿
浄
水
場
（
水
源
地
）

防
鹿
地
区
の
小
瀬
川
の
ほ
と
り
に

立
つ
施
設
。
歴
史
は
古
く
、
戦
前

大
竹
海
兵
団
の
専
用
浄
水
施
設
と

し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
大
竹
市
上
下
水
道
局
か
ら

の
委
託
を
受
け
施
設
の
維
持
管
理

を
㈱
ジ
ェ
イ
・
チ
ー
ム
が
行
っ
て

い
ま
す
。

連
絡
管
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
活
用
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
年
１
回
、
大
竹
市
上

下
水
道
局
と
㈱
水
み
ら
い
広
島
と
で

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

６
月
に
実
施
予
定
で
す
。

経
験
し
た
中
で
、

一
番
き
れ
い
な
原
水

　
私
は
県
職
員
と
し
て
、
39
年
間
、

水
道
の
仕
事
を
し
て
き
て
、
県
が
管

理
す
る
浄
水
場
の
全
て
を
経
験
。
大

竹
の
水
は
、
経
験
し
た
中
で
も
飛
び

抜
け
て
き
れ
い
で
す
。
こ
こ
で
は
弥

栄
ダ
ム
の
水
を
直
接
取
水
し
て
い
ま

す
が
、
濁
度
は
常
時
１
度
か
ら
２
度

で
す
。
水
道
水
の
濁
度
の
基
準
が
２

度
か
ら
３
度
で
す
か
ら
、
す
ご
い
こ

と
で
す
。
こ
れ
だ
け
き
れ
い
な
水
だ

と
薬
品
の
量
を
少
な
く
で
き
る
利
点

が
あ
る
一
方
で
、
ろ
過
す
る
過
程
で
、

ゴ
ミ
が
塊
に
な
り
に
く
い
と
い
う
面

も
あ
り
ま
す
。
き
れ
い
な
水
で
も
、

ろ
過
を
し
て
塩
素
消
毒
を
し
な
け
れ

ば
水
道
水
と
し
て
売
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
私
は
、
水
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
が
誇
り
で
す
。
働
く
仲
間

と
も
、
水
道
一
家
と
呼
ば
れ
る
く
ら

い
家
族
の
よ
う
に
強
い
結
束
力
を

持
っ
て
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

安
心
し
て
水
道
水
を
飲
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ろ
過
は
、
自
然
に
ゆ
っ
く
り

「
緩
速
ろ
過
方
式
」

　
取
水
し
た
水
は
、
水
量
を
計
測
し
、

汚
染
状
況
を
確
認
す
る
生
物
セ
ン

サ
ー
を
通
過
し
た
後
、「
緩
速
ろ
過

池
」
に
送
水
し
ま
す
。

　
ろ
過
池
に
は
、
き
め
細
か
い
砂
と

砂
利
か
ら
な
る
４
層
構
造
の
ろ
過
材

が
敷
か
れ
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
は
約

１
・
25
ｍ
。
ろ
過
砂
表
面
に
は
、
浄

化
機
能
の
主
役
で
あ
る
生
物
ろ
過
膜

が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
を
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
１
日
４
〜
５
ｍ
の
速
さ

で
水
が
通
過
す
る
こ
と
で
、
薬
品
な

ど
を
使
わ
な
く
て
も
自
然
の
力
に
よ

り
水
が
浄
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
よ

り
安
全
な
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、

平
成
22
年
12
月
か
ら
紫
外
線
照
射
に

よ
る
殺
菌
装
置
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
塩
素
で
消
毒
し
水
道
水

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
ろ
過
池
の
水

は
、
約
12
時
間
程
度
か
け
て
、
皆
さ

ん
の
家
庭
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
緩
速
ろ
過
方
式
は
、
濁
度
が
概
ね

10
度
以
下
の
き
れ
い
な
原
水
に
適
し

て
お
り
、
お
い
し
い
水
道
水
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
小
瀬
川

の
水
の
濁
度
は
、
通
常
０
・
１
度
以

下
で
最
大
で
も
０
・
４
度
で
す
）
全

国
の
浄
水
場
の
約
10
％
が
こ
の
方
式

で
す
が
、
日
本
全
体
の
水
道
水
の

４
％
に
満
た
な
い
貴
重
な
水
な
ん
で

す
。

　阿
多
田
島
に
も
配
水

　
防
鹿
浄
水
場
の
水
は
、
三
ツ
石
地

区
に
あ
る
調
整
池
（
約
３
、
０
０
０

小
瀬
川
の
伏
流
水
を
取
水

　
防
鹿
浄
水
場
で
は
、
小
瀬
川
の
川

の
底
に
埋
め
ら
れ
た
集
水
埋
管
か
ら

伏
流
水
を
取
水
し
て
い
ま
す
。
川
の

水
が
地
中
で
自
然
に
ろ
過
さ
れ
た
地

下
水
な
の
で
、
魚
や
ご
み
は
入
っ
て

き
ま
せ
ん
。　

　
こ
こ
の
浄
水
場
の
能
力
は
、
１
日

で
最
大
１
万
４
、
７
０
０
ト
ン
の
水

道
水
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

通
常
は
、
約
１
万
ト
ン
を
作
っ
て
い

ま
す
。

ト
ン
）
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
各
地

区
に
あ
る
配
水
池
な
ど
に
送
ら
れ
ま

す
。

　
配
水
先
は
、
小
方
地
域
の
一
部
か

ら
大
竹
方
面
の
地
域
。
海
底
送
水
管

を
通
っ
て
阿
多
田
島
に
も
配
水
し
て

い
ま
す
。

　知
っ
て
安
心
、
水
道
水

　
水
道
水
を
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
水
道
水
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
事
。
こ

こ
の
施
設
で
は
、
見
学
者
の
受
け
入

れ
も
行
っ
て
お
り
、
市
内
の
小
学
生

な
ど
が
、
毎
年
見
学
に
来
て
、
し
っ

か
り
と
学
習
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
２
日
に
、
小
方
小
学
校
４
年

生
67
人
が
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

児
童
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
あ
り
、

例
え
ば
「
ろ
過
池
の
水
は
、
な
ぜ
緑

色
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
い
う

質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
緑
色
の
原
因

は
藻
類
の
色
。
藻
類
は
水
の
浄
化
を

助
け
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
藻
類

も
生
物
ろ
過
膜
も
増
え
す
ぎ
る
と
ろ

過
が
進
ま
な
く
な
る
た
め
、
定
期
的

に
ろ
過
砂
の
表
面
を
削
り
取
る
作
業

を
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

見
学
後
、
児
童
か
ら
は
、「
大
竹
の

水
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
大
竹
の
水

を
大
切
に
味
わ
い
た
い
で
す
」
と
嬉

し
い
感
想
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
安
心
で
安
全
な
水
を

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
定
し
て
届
け
た

い
と
い
う
思
い
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

24 時間休まず安全な水道水を作り、皆さんの家庭へ配水し続ける浄
水場。大竹には、三ツ石浄水場と防鹿浄水場の２つの浄水場があるこ
とをご存じでしょうか。２つの施設は、①取水・②ろ過（消毒含む）・
③配水という大きな流れは同じ。しかし、浄水場によって異なる部分
もあります。それぞれの浄水場で働く方にお話を聞きました。

㈱
水
み
ら
い
広
島

村
上
統
括
部
長
。

24
時
間
３
交
代
制
で
水
を

管
理
。

さ
ま
ざ
ま
な
計
器
を
監
視
し
、

水
の
安
全
を
守
る
。㈱

ジ
ェ
イ
チ
ー
ム
の

原
田
大
竹
事
務
所
長
。

【水道ミニ知識③】安全な水道水のおいしい飲み方
　水道水は、水道法に基づき51項目もの水質基準をクリアした水に塩素を加えて殺菌したもの
です。ちなみにミネラルウォーターの検査項目は食品衛生法に規定された18項目です。今回の
記事を機会に、水道水を見直してみるのは、いかかですか。水道水は、いったん沸騰させて塩素
を飛ばし、冷蔵庫で冷やして飲むとおいしく飲めます。温度は、13度くらいがいいそうです。ただ
し、塩素が飛んでいますので長期間の保存はできませんので、ご注意ください。

【水道ミニ知識②】生物ろ過膜の力
緩速ろ過膜とも呼ばれ、どこにでもいる無害な
微生物で形成された膜。微生物が、粘性の膜
で捕捉・吸着し、水の中の細菌などをほとんど
除去します。時間が経過すると藻類が増えるた
め、定期的なメンテナンスが必要です。

【水道ミニ知識①】水の番人は、メダカ
　各施設とも防犯体制はもちろんのこと、水道水の安全面については、水質検査だけではなく、メ
ダカセンサーという生き物を使った監視も行っています。
　メダカは小さな生き物。水が汚染されているとすぐに反応します。センサーは、24時間カメラでメ
ダカの動きを監視し、コンピュータが動きを解析。メダカに何かあったら、施設を直ちに停止できる
体制になっています。このメダカという小さな水の番人のおかげで、安全な水が維持できています。

水をゆっくりかき混ぜ、固まりを形成するフロック池。

ろ過池の砂利層の断面。上から
下にかけて、きめ細かいものから
粗いものになっていく。

４つの緩速ろ過池がある防鹿浄水場。

ス
イ
ン
グ

ず
い
ど
う

ぎ
ょ
う
し
ゅ
う
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まちを動かす　ひと・夢・こころ

広島で一番きれいな水のお話
周年
企画60

稲田上下水道局長

使用料金
順 位

（２３市町中）

１０㎥
使用時

1
2
3
4
5

大竹市
海田町
広島市
竹原市
福山市

687円
840円
850円
865円
966円

１５㎥
使用時"

海田町
大竹市
広島市
竹原市
福山市

1,365円
1,390円
1,407円
1,437円
1,722円

２０㎥
使用時 

海田町
竹原市
大竹市
広島市
福山市

1,995円
2,009円
2,094円
2,289円
2,635円

【表①】 家庭用月額水道料金比較表
※　料金には、基本料金やメーター使用料を含んでいます。

参考：平成２３年度水道統計（平成２５年３月３１日　(社)日本水道協会発行）
データは平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日のもの  

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
さ

おいしいな  だいじなお水  ごくごくり

６月１日㈰～７日㈯は水道週間６月１日㈰～７日㈯は水道週間
お問い合わせ 上下水道局☎59２１９３

水は生命の源であり、私たちの生活を豊かにする大切な資源です。
上下水道局では、皆さんに安心しておいしく飲んでいただける水づくりに努めています。

  店舗などの営業の開始や廃止に伴う
  水道の使用用途変更の届け出はお早めに
　営業開始や廃止に伴って、使用する用途が変わ
る場合は、速やかに届け出てください。
　また、転居に伴い使用を中止、廃止または開始
する場合も、早めに業務課（☎59２１９１）まで
連絡してください。

  「給水装置」の修繕は、指定工事店で
　水道の配水管から分岐して設置されている給水
管や、これに直結する蛇口や止水栓などの「給水
装置」は、メーター本体を除き、所有者（設置者）
の財産で、必要な補修や管理は、基本的に所有者、
または使用者の負担で行う必要があります。転居
などに伴い使用を一時中止している場合も同様で
す。「給水装置」に異常があった場合（漏水など）は、
上下水道局指定の工事店に修理の依頼をしてくだ
さい。指定工事店は、市ホームページや暮らしの
便利帳に掲載しています。
　また、公道内（官民境界まで）で漏水があった
場合は、上下水道局の負担で修理を行う場合もあ
るので連絡してください。
　ただし、概ね 25 年以上経過した老朽給水管は、
所有者負担による布設替えが必要となります。不
明な点があるときは、工務課（☎59２１９２）ま
で連絡してください。

  漏水を見つけるには
　水道メーターから給水装置までの漏水の発見方
法は、蛇口を全部閉め、水道メーターのパイロッ
トマーク（羽根車）が回転しているか確認します。
少しでも回転していれば漏水の
可能性がありますので、早急に
上下水道局指定の工事店に相談
してください。

  給水装置の洗浄
　水道管の洗浄業者に関する問い合わせが増えて
います。給水装置の洗浄は設置者（所有者）の判
断で行ってください。上下水道局が洗浄を依頼す
ることはありません。

  知ってください！市の水道事業
　水道事業は、利用者の水道料金で賄われていま
すが、給水人口の減少や節水機器の普及などに伴い、
料金収入は年々減少しています。
　上下水道局では、平成 23 年に市民生活の重要
なライフラインである水道事業の将来像や目標を
設定し、それを実現するための施策を示した「大
竹市水道ビジョン」を策定しています。
　このビジョンに基づいて、経費節減や料金設定
の検討を行い、経営の健全化を図りながら、計画
的な老朽化施設の改築更新や耐震化を進め、ビジョ
ンの基本理念である「いつでも安全で安定した水
の供給」の実現に向けて取り組んでいきます。
　「大竹市水道ビジョン」は、市ホームページに掲
載しています。

水道メーターのパイロット
マーク（羽根車）
通水時は回転します。

所有者（設置者）は、１年に１回以上、
定期的に水槽を清掃し、
その水質検査をおこなうことが義務
付けられています。

受水槽

高置水槽

水道メータ（局貸出）
第２止水栓
第１止水栓

分水栓
配水管

局管理または個人管理
漏水の場合、

上下水道局にご連絡ください。

個人管理
漏水の場合、

市指定工事店に依頼してください。

官
民
境
界

公道

P

県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
さ

　
大
竹
市
の
水
道
料
金
は
、２
カ
月
に
１
度
、

下
水
道
使
用
料
金
と
合
わ
せ
た
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
い
と
思

わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
実
は
、
県
内
で
安
い
水
道
料
金

を
設
定
し
て
い
る
の
が
大
竹
市
。
一
般
に
、

１
人
１
カ
月
あ
た
り
、
５
㎥
程
度
の
水
を

使
用
し
ま
す
。
４
人
家
族
で
は
、
お
お
む

ね
１
カ
月
20
㎥
使
用
。
そ
の
料
金
は
、
表

①
に
あ
る
と
お
り
、県
内
23
市
町
の
う
ち
で
、

３
位
に
入
る
安
さ
で
す
。
１
カ
月
10
㎥
の

使
用
で
あ
れ
ば
、
県
内
で
１
番
安
い
金
額

に
も
な
り
ま
す
。

安
い
２
つ
の
理
由

①
大
竹
海
兵
団
の
水
道
施
設

　
昭
和
16
年
に
大
竹
海
兵
団
の
た
め
の
浄
水

施
設
が
、
防
鹿
地
区
に
つ
く
ら
れ
水
道
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
22
年
に
旧
大
竹
町
が
、

こ
の
水
道
施
設
を
国
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
初
期
の
設
備
費
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
緩
速
ろ
過
方
式
の
浄
水
場

　
防
鹿
浄
水
場
は
、
自
然
流
下
に
よ
っ
て
、

ろ
過
を
行
う
緩
速
ろ
過
方
式
。
ほ
と
ん
ど
機

械
に
頼
ら
な
い
た
め
、
設
備
費
用
が
抑
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
維
持
費
も
か
か
ら
な
く
て

す
み
ま
す
。

　
緩
速
ろ
過
方
式
で
浄
水
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

き
れ
い
な
原
水
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
で
す
。

水
道
料
金
が
安
い
理
由
は
「
き
れ
い
で
豊
富

な
水
の
恩
恵
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
竹
市
の
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
上
下

水
道
局
。
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
、
稲
田
上
下
水
道
局
長
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
木
野
で
生
ま
れ
育
ち
、

大
竹
市
と
同
じ
で
今
年
で
60
歳
。

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
き
れ
い
な
小

瀬
川
で
、
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

現
在
の
防
鹿
水
源
地
の
上
流
付
近

で
ア
ユ
な
ど
の
魚
釣
り
を
し
た
楽

し
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
豊
富
で
良
質
な
小
瀬
川
の

水
と
ダ
ム
の
お
か
げ
で
、
大
竹
の

水
環
境
は
、
他
市
町
に
比
べ
て
も
、

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
過
去
、
渇
水
に
よ
り
他
市
町

が
家
庭
へ
の
配
水
を
制
限
し
た
と

き
も
、
弥
栄
ダ
ム
の
完
成
以
降
、

大
竹
は
制
限
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
大
竹
市
規
模
の
市
で

は
珍
し
く
、
市
内
に
県
と
市
の
２

つ
の
浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。
災
害
な
ど
に

よ
り
、
ど
ち
ら
か
の
浄
水
場
が
機
能
停
止

に
な
っ
て
も
、
各
家
庭
へ
配
水
す
る
水
道

水
を
一
方
の
浄
水
場
か
ら
一
定
量
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
、
県
と
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
水
道
水
を
相
互

に
供
給
で
き
る
協
定
は
、
岩
国
市
と
も
結

ん
で
お
り
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
現
在
、

架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
栄
橋
に

連
絡
管
が
作
ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
水
道
水
の
供
給

体
制
が
、
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
市
は
、
今
年
60
歳
。
上
水

道
の
施
設
に
は
、
さ
ら
に
古

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
課
題
は
、
施
設
の
維

持
や
長
寿
命
化
。
全
て
を
一

気
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
計
画
的
に
配
水
管

な
ど
の
敷
設
替
え
や
浄
水
施

設
の
地
震
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
地
元
の
き
れ
い
な
水
で

作
っ
た
お
い
し
い
水
道
水
。

い
つ
で
も
安
心
で
安
定
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

供
給
体
制
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。

地元のきれいな水で
作った水道水を
守り続ける

9 8OTAKE 2014（平成26）.06 OTAKE 2014（平成26）.06




